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２０１５年３月１９日 

公益財団法人 マツダ財団 

 

マツダ財団が 2015年度の事業計画を決定 

 

 

公益財団法人マツダ財団（以下、マツダ財団）は、2015 年度の事業計画を発表しました。新年度も引き

続き、科学技術振興と青少年健全育成の 2 つの領域について、研究助成と事業助成を中心に、さまざま

な活動を行います。 

 

マツダ財団理事長 金井誠太は、「科学技術振興と青少年健全育成という 2 つの目的のもと、常に時代

を先取りした事業を志していきたい」、「存在感のある財団を目指し、さらなる社会貢献に努めていきたい」

と述べました。 

 

なお、2015年度の事業費は 6,681万円とします。事業計画は次のとおりです。 

 

科学技術振興関係 

1. 研究助成 

<マツダ研究助成> 

2015 年度も機械、電子・情報、材料の 3 分野を対象に、「若手研究者」、「萌芽的研究」、「循環・

省資源への寄与」を優先して助成します。 

（助成金総額 3,000万円、25件) 

<マツダ研究助成奨励賞> 

マツダ研究助成対象の中から特に優れた研究を選び、1件 50万円の副賞（追加助成金）を授与し

ます。なお、同賞は、マツダ財団設立 30周年記念として 2014年度に新設されたものです。 

（助成金総額 200万円、4件) 

2. 事業助成 

中国地方で開催される小中高の生徒を対象とした「科学体験」に関する事業・研究会等を支援しま

す。なお、2014 年度からは応募資格を拡大し、研究機関だけでなく民間の非営利団体（NPO 等）

にもご応募いただけるようになっています。 

（助成金総額 200万円、10～15件程度） 

3. 科学わくわくプロジェクト 

広島大学の知的資源を活用した地域貢献を目的に、「科学わくわくプロジェクト」を同大学との共同

事業として展開します。事業内容は、中・高校生を対象に理科の真の面白さを伝える出前講座を

実施する「サイエンスレクチャー」、中学生を対象に広島大学の最先端の設備を活用したハイレベ

ルな演習講座を行う「ジュニア科学塾」など、多面的な構成となっています。 

（負担金総額 300万円) 
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青少年健全育成関係 

1. 研究助成 

2015 年度も、市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に対する助成に注力します｡助成金額

は、昨年度より 100万円増の 500万円とします。 

（助成金総額 500万円、5～6件） 

2. 市民活動支援 

2015年度は、広島・山口両県から寄せられた 98件の応募の中から全 30件、総額 800万円の支

援を決定しました。地域の魅力の再発見や活性化、次世代を担う子どもたちや若きリーダーの育

成などに取り組む、さまざまな市民活動を支援します。 

（添付資料「マツダ財団 第 31回市民活動支援一覧 －青少年健全育成－」参照） 

3. 感動塾・みちくさ 

公益財団法人広島市文化財団と共催の「感動塾・みちくさ」は、児童・指導者・ボランティアの創意

工夫をはぐくむ事業を 3会場で開催します。 

（負担金総額 100万円） 

4. スタートラインプロジェクト 

子どもシェルターを運営している NPO 法人ピピオ子どもセンターとの連携で、被虐待児等の自立

を支援する「スタートラインプロジェクト」を実施します。2015 年度も、被虐待児等の成長やスタッフ

の能力開発を支援するプログラムを実施します。 

（負担金総額 100万円） 

5. 講演会の開催 

青少年健全育成の啓発を目的とする恒例のマツダ財団講演会を、広島市内で開催する予定で

す。 

6. 大学寄付講義 

安田女子大学で単位互換「現代社会と人間Ｂ（ボランティア活動）」を実施します。 

7. 調査・研究 

若者自立支援事業の実施へ向けての調査・研究を実施します。 

 

マツダ財団は、科学技術の振興と青少年健全育成のための助成などを行うことにより、世界の人々が

共に繁栄を享受し、心豊かに生きることのできる社会づくりに寄与することを目的として発足しました。こ

れまでの助成実績は、今回を含め合計 1,896件、15億 2,880万円です。 

マツダ財団は、昨年 10月 26日に設立 30周年を迎えました。これまでの 30年の歩みを大切にしなが

ら、これからの時代を先取りした事業を志していけるよう、今後ますます、公益法人として存在感のある財

団を目指し、さらなる社会貢献に努めてまいります。 

以 上 
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＜添付＞マツダ財団 第 31回市民活動支援一覧 －青少年健全育成－ 

マツダ財団ホームページ：http://mzaidan.mazda.co.jp/ 

活  動  名 団  体  名 地域 
金額 

(万円) 

再非行と非行防止、青少年の健全育成のため

の活動 
食べて語ろう会 広島市 20 

防災教育を進め備えよう 防災教育を進める北小と地域の会 
広島県 

安芸郡 
46 

ホタル飛び舞う本郷川 

～地域と共に 地域で学ぶ 今津っ子～ 
今津にホタルを増やし隊 

広島県 

福山市 
25 

自分がすき，学校がすき，地域がすき 

そして田島の自然が大すき 
見たい・知りたい・内浦探検隊 

広島県 

福山市 
30 

カンナがつなぐ 平和のバトン 

―カンナ プロジェクト 
広島市立大州小学校 カンナプロジェクト 広島市 20 

地域住民と児童で多様性ある河川にする活動 正木地区ホタルの里復元会 広島市 30 

子どもたちに「生きる力」をつける「六区子ども

塾」 
大野第六区子どもの居場所づくり委員会 

広島県 

廿日市市 
20 

彩が丘団地‘元気ベンチ’プロジェクト 広島市佐伯区彩が丘連合町内会 広島市 30 

東城応援隊（地域おこしボランティア活動） まちなみ保存振興会（東城応援隊） 
広島県 

庄原市 
25 

ぎおん遊び隊 祇園まちづくりプランプロジェクト 広島市 25 

小中高生およびその保護者を対象としたミニミニ

外国体験イベント 
NPO法人 ミニミニ外国 in広島 広島市 30 

ひろしま子ども議会２０１５ ～ひろしまの未来を

考えよう～ 

一般社団法人 広島青年会議所 子供の自

立育成委員会 
広島市 25 

夏休みこども保養キャンプ「ひろしま 7日間冒険

の旅」 
広島県シェアリングネイチャー協会 

広島県 

廿日市市 
25 

次世代リーダー育成「将来の夢を描くドリームマ

ップ」を作ろう！in HIROSHIMA 

一般社団法人 ドリームマップ普及協会 広

島支部 
広島市 20 

障がい児・者を対象とした、音楽療法グループ

“ピリカ” 
音楽療法グループ ピリカ 広島市 20 

湯来こども探検隊 湯来のまち再生プロジェクト協議会 広島市 20 

体験しながら学ぶ、ソーシャル・スキル・トレーニ

ング（ＳＳＴ）活動 

クローバーの会(発達障がい児を持つ親の

会) 
広島市 25 

自然体験・科学研究支援事業 広島干潟生物研究会 広島市 31 

中学生・高校生の能楽塾 たつじんくらぶ 広島市 35 

ぐるぐる島ペインティングプロジェクト ー島の地

域資産を活用した島の未来を担う人材教育ー 
ぐるぐる海友舎プロジェクト実行委員会 

広島県 

江田島市 
46 

2015 あきおおた国際音楽祭 with Bechstein あきおおた国際音楽祭 実行委員会 
広島県 

山県郡 
25 

自転車文化の創造を担う大学生・高校生を対象

とした次世代リーダー育成プログラム 
ひろしま輪輪プロジェクト 広島市 20 
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活  動  名 団  体  名 地域 
金額 

(万円) 

光と森のカーニバル NPO法人 LOVE ECO周南 
山口県 

周南市 
30 

おごおりウィークエンドアドベンチャー 
おごおりウィークエンドアドベンチャー実行委

員会 

山口県 

山口市 
25 

学校・地域・ちびっこが奏でる 

三つ巴のハーモニー！！！ 
遊巣の里 

山口県 

岩国市 
25 

三世代ふれあいの活動 右田教育会 
山口県 

防府市 
25 

創作神楽「斉煕公と国の春」による青少年健全

育成 
創作・風鎮神楽会 

山口県 

防府市 
30 

虹の鯉のぼりプロジェクト 浅江まちづくりの会 
山口県 

光市 
20 

次代を担う子ども育成プロジェクト 幕末体験「育

英塾」 
幕末体験「育英塾」実行委員会 

山口県 

萩市 
20 

夢サポート ながとリーダー養成講座 
夢サポート ながとリーダー養成講座実行委

員会 

山口県 

長門市 
32 

合   計    30件     800万円 
広島県  22件 593万円 

山口県   8件 207万円 
  

 


